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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第49期

第３四半期連結
累計期間

第50期
第３四半期連結
累計期間

第49期

会計期間

自　平成25年
　　３月１日
至　平成25年
　　11月30日

自　平成26年
　　３月１日
至　平成26年
　　11月30日

自　平成25年
　　３月１日
至　平成26年
　　２月28日

売上高 (千円) 79,927,343 83,110,872 107,477,149

経常利益 (千円) 978,768 1,502,664 1,607,057

四半期(当期)純利益 (千円) 548,110 1,011,665 690,865

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 559,426 1,045,454 631,166

純資産額 (千円) 6,456,415 7,435,734 6,541,299

総資産額 (千円) 33,720,670 34,731,208 33,497,458

１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 56.77 111.60 72.50

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) 55.38 104.41 70.51

自己資本比率 (％) 18.3 20.6 18.7
 

 

回次
第49期

第３四半期連結
会計期間

第50期
第３四半期連結
会計期間

会計期間

自　平成25年
　　９月１日
至　平成25年
　　11月30日

自　平成26年
　　９月１日
至　平成26年
　　11月30日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 8.81 35.15
 

(注)１.　当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２.　売上高には、消費税等は含まれておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）において営まれている事業の内容

について重要な変更はありませんが、当社の100％子会社である株式会社ＴＳロジテックが、平成26年10月１日より

当社グループの商品物流に係る業務の一部を受託し、物流事業を開始したことに伴い、株式会社ＴＳロジテックを連

結子会社にしております。

 この結果、平成26年11月30日現在では、当社グループは、当社及び子会社３社により構成されることになりまし

た。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生または前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等

のリスク」についての重要な変更はありません。

 なお、重要事象等は存在しておりません。

２ 【経営上の重要な契約等】

平成26年９月16日に当社が100％出資して設立した連結子会社である株式会社ＴＳロジテックは、平成26年10月１日

に当社の非連結子会社である株式会社平成が有する物流事業を譲り受ける旨の事業譲渡契約を締結し、同日に当該事

業を譲り受けました。

詳細につきましては、「第４　経理の状況　１ 四半期連結財務諸表　注記事項（企業結合等関係）」に記載のとお

りであります。

 

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

(1) 経営成績の分析

当第３四半期連結累計期間における我が国経済は、一部には景気回復の兆しも認められるものの、雇用情勢の厳

しさや個人所得の低迷により個人消費は、消費税増税問題もあり、概ね横這い傾向にて推移し、決して楽観できな

い状況が続いております。小売業におきましても、お客様の低価格志向が更に顕著となり、企業間の価格競争が激

化するなど、厳しい経営環境が依然として続きました。

このような環境の中、当社グループはこれまで通り食品スーパーマーケット事業に資源を集中し、経営方針であ

る社是「正しい商売」を徹底し、お客様の信頼と支持を更に獲得するために、安心・安全でお買い得な商品の提供

に努め、地域のお客様の食文化に貢献できる店舗づくりに取り組んでまいりました。

収益力改善のため新規に７店舗（八景島店、TAIRAYA草加店、TAIRAYA上尾店、塙店、TAIRAYA武蔵村山店、マス

ダTAIRAYA馬橋店、TAIRAYA大子店）を出店し、不採算店舗２店舗を閉鎖し、既存店の活性化のため９店舗のリ

ニューアル改装を実施いたしました。また、当四半期連結会計期間において当社の連結子会社である株式会社ＴＳ

ロジテックが、当社グループの商品物流の効率改善を図るため、当社グループの物流業務の一部を受託し、物流事

業を開始しております。

店舗運営面におきましては、安心・安全、新鮮で美味しい商品の提供、地域の実勢価格を丁寧に見極め集客につ

ながる商品を割安感のある価格（エブリディロープライス）にて投入、働く女性や中高年層のお客様、また東日本

大震災以降に意識が高まった省エネ志向の消費者にお応えする簡便商品や惣菜商品の強化などに努めると共に、お

買物がし易い品揃えや店舗レイアウトの変更などを実施いたしました。また、ポイントカードを活用した販売促進

や週間の販売計画に連動した売場づくりを強化し、集客の拡大に努めました。

商品面におきましては、地域市場や漁港などを活用した産直商品の積極的導入、美味しさ、品質と価格の両面に

おいて競争力の高い生鮮食料品を提供すると共に、川越食品工場にて企画・製造した独自商品の提供を拡大し、惣

菜売場等の活性化に努めました。日配・ドライグロサリー商品につきましては、個人消費の冷え込みに対し、エブ

リディロープライス商品を投入するなど積極的な販売活動を推進いたしました。

EDINET提出書類

株式会社エコス(E03274)

四半期報告書

 3/17



 

その結果、チラシ攻勢による競合との顧客争奪戦や、消費者の節約志向による単価下落の影響はあったものの、

当第３四半期連結累計期間における当社グループの営業収益は、849億43百万円（前年同四半期比4.1％増）となり

ました。また、営業総利益につきましては、前第３四半期連結累計期間に比べ８億82百万円増加（前年同四半期比

4.2％増）し、販売費及び一般管理費につきましては、前第３四半期連結累計期間に比べ４億８百万円増加（前年

同四半期比2.0％増）いたしました。この結果、利益面につきましては、営業利益14億75百万円（前年同四半期比

47.4％増）、経常利益15億２百万円（前年同四半期比53.5％増）となりました。最終利益につきましては、特別利

益として賃貸借契約解約損失引当金戻入額等３億50百万円が発生しており、また特別損失として固定資産除却損等

41百万円が発生していることにより、10億11百万円の四半期純利益（前年同四半期比84.6％増）となりました。

 

(2) 財政状態の分析

（資産）

当第３四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ12億33百万円増加し、347億31百万円となり

ました。これは主に、未収入金等が減少したものの、有形固定資産等が増加したためであります。

（負債）

当第３四半期連結会計期間末の負債は、前連結会計年度末に比べ３億39百万円増加し、272億95百万円となりま

した。これは主に、短期借入金等有利子負債が減少したものの、買掛金等が増加したためであります。

（純資産）

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、前連結会計年度末に比べ８億94百万円増加し、74億35百万円となりま

した。これは主に、四半期純利益の計上による利益剰余金の増加によるものであります。

 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結累計期間において、事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

 

(4) 研究開発活動

該当事項はありません。

 

(5) 従業員数

当第３四半期連結累計期間において、連結会社または提出会社の従業員数の著しい増減はありません。

 

(6) 生産、受注及び販売の実績

当第３四半期連結累計期間において、生産、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

(7) 主要な設備

当第３四半期連結累計期間において、主要な設備の著しい変動及び主要な設備の前連結会計年度末における計画

の著しい変更はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 36,000,000

計 36,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成26年11月30日)

提出日現在
発行数(株)

(平成27年１月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 9,919,917 9,942,917
東京証券取引所
（市場第一部）

単元株式数　100株

計 9,919,917 9,942,917 ― ―
 

(注)　１．第３四半期会計期間末から提出日現在までの普通株式の増加は新株予約権の行使によるものであります。

　２．提出日現在発行数には、平成27年１月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行

された株式数は含まれておりません。

 
(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成26年９月１日～
平成26年11月30日

24,000 9,919,917 6,720 2,680,123 6,720 2,954,862

 

　(注)　新株予約権の行使による増加であります。

 
(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。　
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(7) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載す

ることができないことから、直前の基準日(平成26年８月31日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

平成26年８月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式）
普通株式  863,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 9,012,400 90,124 ―

単元未満株式 普通株式　　20,517 ― ―

発行済株式総数 9,895,917 ― ―

総株主の議決権 ― 90,124 ―
 

(注) １．「完全議決権株式(その他)」の中には、証券保管振替機構名義の株式2,600株（議決権26個）が含まれてお

ります。

２．「単元未満株式」の普通株式には、自己株式24株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

平成26年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
株式会社エコス

東京都昭島市中神町
1160番地１

863,000 － 863,000 8.72

計 ― 863,000 － 863,000 8.72
 

(注)　当第３四半期会計期間末の自己株式数は863,294株であります。

 

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動は次のとおりであります。

 

役職の異動

新役名及び職名 旧役名及び職名 氏名 異動年月日

常務取締役
(人事部長兼経営企画部管掌)

常務取締役
(人事部長兼経営企画部長)

三吉　敏郎 平成26年９月16日

常務取締役
(財務経理部長兼経営企画部管掌)

常務取締役
(財務経理部長兼総務部管掌)

村山　陽太郎 平成26年10月28日

常務取締役
(総務部長兼人事部長)

常務取締役
(人事部長兼経営企画部管掌)

三吉　敏郎 平成26年10月28日
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成26年９月１日から平成

26年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年11月30日まで)に係る四半期連結財務

諸表について、アーク監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年11月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,501,216 2,081,917

  売掛金 585,091 708,764

  商品及び製品 3,366,249 3,517,758

  原材料及び貯蔵品 31,350 31,696

  未収入金 2,229,083 1,262,249

  繰延税金資産 489,606 513,390

  その他 666,159 765,442

  貸倒引当金 △84,137 △16,040

  流動資産合計 8,784,620 8,865,180

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 9,072,962 9,719,953

   土地 6,238,160 6,939,831

   その他（純額） 1,425,753 1,416,435

   有形固定資産合計 16,736,877 18,076,219

  無形固定資産 840,029 793,254

  投資その他の資産   

   投資有価証券 427,661 479,202

   敷金及び保証金 5,096,118 4,923,905

   再評価に係る繰延税金資産 253,989 253,989

   繰延税金資産 912,176 872,274

   その他 546,273 620,037

   貸倒引当金 △119,800 △161,920

   投資その他の資産合計 7,116,419 6,987,488

  固定資産合計 24,693,326 25,856,963

 繰延資産   

  社債発行費 19,510 9,065

  繰延資産合計 19,510 9,065

 資産合計 33,497,458 34,731,208
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(平成26年２月28日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年11月30日)

負債の部   

 流動負債   

  買掛金 5,945,514 6,770,547

  短期借入金 3,310,000 1,550,000

  1年内返済予定の長期借入金 3,732,928 4,066,260

  1年内償還予定の社債 860,000 610,000

  未払金 1,432,936 1,803,283

  未払法人税等 365,073 565,582

  賞与引当金 387,400 714,800

  賃貸借契約解約損失引当金 276,620 -

  その他の引当金 180,985 201,287

  その他 916,869 1,255,564

  流動負債合計 17,408,327 17,537,326

 固定負債   

  社債 825,000 290,000

  長期借入金 5,735,779 6,457,005

  退職給付引当金 1,287,070 1,235,785

  役員退職慰労引当金 504,020 485,380

  資産除去債務 137,771 139,671

  長期未払金 142,479 239,900

  その他 915,710 910,405

  固定負債合計 9,547,831 9,758,148

 負債合計 26,956,158 27,295,474

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 2,661,363 2,680,123

  資本剰余金 2,936,131 2,954,891

  利益剰余金 2,033,497 2,953,745

  自己株式 △427,462 △531,840

  株主資本合計 7,203,529 8,056,920

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 91,917 125,706

  土地再評価差額金 △1,040,776 △1,040,776

  その他の包括利益累計額合計 △948,859 △915,070

 新株予約権 286,629 293,884

 純資産合計 6,541,299 7,435,734

負債純資産合計 33,497,458 34,731,208
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

売上高 79,927,343 83,110,872

売上原価 60,435,071 62,881,271

売上総利益 19,492,272 20,229,601

営業収入 1,686,742 1,832,258

営業総利益 21,179,014 22,061,859

販売費及び一般管理費 20,178,386 20,586,619

営業利益 1,000,627 1,475,240

営業外収益   

 受取利息 26,923 24,189

 受取配当金 10,773 6,142

 資材売却による収入 106,869 117,692

 その他 24,091 22,603

 営業外収益合計 168,658 170,627

営業外費用   

 支払利息 134,638 104,300

 その他 55,879 38,903

 営業外費用合計 190,517 143,203

経常利益 978,768 1,502,664

特別利益   

 固定資産売却益 - 17,405

 負ののれん発生益 - 87,361

 賃貸借契約解約損失引当金戻入額 50,200 194,434

 役員退職慰労引当金戻入額 - 38,420

 新株予約権戻入益 - 11,295

 テナント退店違約金収入 11,000 1,633

 補助金収入 6,424 -

 関係会社株式売却益 72 -

 特別利益合計 67,697 350,549

特別損失   

 固定資産売却損 119 800

 固定資産除却損 79,346 34,807

 ソフトウエア除却損 9,945 -

 固定資産圧縮損 6,424 -

 店舗閉鎖損失 29,000 2,970

 投資有価証券評価損 1,017 -

 賃貸借契約解約損 6,680 -

 役員退職慰労金 5,000 2,500

 特別損失合計 137,533 41,077

税金等調整前四半期純利益 908,932 1,812,135

法人税、住民税及び事業税 430,690 801,740

法人税等調整額 △69,868 △1,269

法人税等合計 360,821 800,470

少数株主損益調整前四半期純利益 548,110 1,011,665

四半期純利益 548,110 1,011,665
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
　至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
　至 平成26年11月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 548,110 1,011,665

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 11,316 33,789

 その他の包括利益合計 11,316 33,789

四半期包括利益 559,426 1,045,454

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 559,426 1,045,454
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日)

連結の範囲の重要な変更

第３四半期連結累計期間より、新たに設立した株式会社ＴＳロジテックを連結の範囲に含めております。

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む）及び負ののれん発生益は、次のとおりであ

ります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自　平成25年３月１日
 至　平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成26年３月１日
 至　平成26年11月30日)

減価償却費　 　　　1,249,776千円 1,194,483千円

負ののれん発生益 ― △87,361千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自　平成25年３月１日　至　平成25年11月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年５月29日

定時株主総会
普通株式 97,378 10.00 平成25年２月28日 平成25年５月30日 利益剰余金

 

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

３　株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の取得）

平成25年10月15日付取締役会決議により、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156

条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決定し、平成25年10月16日に自己株式を取得いたしまし

た。

取得した株式の種類　普通株式

取得した株式の数　　700,000株

株式取得価額の総額　419,300千円

取得方法　東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け

この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が419,369千円増加し、当第３四半期連結会計期間末に

おいて自己株式が427,462千円となっております。

　

当第３四半期連結累計期間(自　平成26年３月１日　至　平成26年11月30日)

１　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年５月29日

定時株主総会
普通株式 91,417 10.00 平成26年２月28日 平成26年５月30日 利益剰余金

 

　

２　基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

　　　該当事項はありません。

　

３　株主資本の金額の著しい変動

（自己株式の取得）

平成26年６月５日付取締役会決議により、会社法第165条第３項の規定により読み替えて適用される同法第156

条の規定に基づき、自己株式取得に係る事項について決定し、平成26年６月６日に自己株式を取得いたしまし

た。

取得した株式の種類　普通株式

取得した株式の数　　151,400株

株式取得価額の総額　103,860千円

取得方法　東京証券取引所の自己株式立会外買付取引（ToSTNeT-3）による買付け

この結果、当第３四半期連結累計期間において自己株式が104,377千円増加し、当第３四半期連結会計期間末に

おいて自己株式が531,840千円となっております。
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(企業結合等関係)

取得による企業結合

１ 企業結合の概要

(1) 相手企業の名称及び事業の内容

相手企業の名称   株式会社平成

事業の内容       物流事業

なお、株式会社エコスの非連結子会社である株式会社平成が一時的に事業譲受を行っておりますが、取引

の実態を鑑みて、株式会社ＴＳロジテックにおける株式会社グルメンからの取得による企業結合として処理

しております。

(2) 企業結合を行った主な理由

物流センター運営受託事業を展開するため

(3) 企業結合日

平成26年10月１日

(4) 企業結合の法的形式

現金を対価とする事業譲受

(5) 事業取得企業の名称

当社の100％出資の連結子会社　株式会社ＴＳロジテック

　

２ 四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる取得した事業の業績の期間

平成26年10月１日から平成26年11月30日まで

　

３ 取得した事業の取得原価及びその内訳

取得の対価　　2,900千円

　

４ 負ののれん発生益の金額、発生原因、償却方法及び償却期間

(1) 負ののれん発生益の金額

69,904千円

(2) 発生原因

企業結合時に受け入れた資産が取得原価を上回ったためであります。

(3) 償却方法及び償却期間

負ののれんが生じた四半期連結会計期間の利益として処理しております。

　

５ 企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

固定資産 92,005千円

資産合計 92,005千円

  
流動負債 19,200千円

負債合計 19,200千円
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間(自 平成25年３月１日 至 平成25年11月30日)

　当社グループは、食料品及び日用雑貨品等の販売を主力としたスーパーマーケット事業を単一の報告セグメン

トとしており、その他事業の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、その他事業には、賃貸業、

卸売り業等が含まれております。

 

当第３四半期連結累計期間(自 平成26年３月１日 至 平成26年11月30日)

　当社グループは、食料品及び日用雑貨品等の販売を主力としたスーパーマーケット事業を単一の報告セグメン

トとしており、その他事業の重要性が乏しいため、記載を省略しております。なお、その他事業には、賃貸業、

卸売り業、物流事業等が含まれております。

 
(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎並びに潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の

基礎は、以下のとおりであります。

 

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 平成25年３月１日
至 平成25年11月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成26年３月１日
至 平成26年11月30日)

(1) １株当たり四半期純利益金額 56円77銭 111円60銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益金額(千円) 548,110 1,011,665

   普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

   普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 548,110 1,011,665

    普通株式の期中平均株式数(株) 9,655,344 9,065,012

(2) 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 55円38銭 104円41銭

    (算定上の基礎)   

   四半期純利益調整額(千円) ― ―

    普通株式増加数(株) 241,036 624,090

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当た
り四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株式
で、前連結会計年度末から重要な変動があったものの
概要

― ―

 

 

(重要な後発事象)

　該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

平成27年１月13日

株式会社エコス

取締役会  御中

 

アーク監査法人
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   松   島   康   治

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士   森   岡   宏   之

 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社エコス

の平成26年３月１日から平成27年２月28日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成26年９月１日から平成26

年11月30日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成26年３月１日から平成26年11月30日まで)に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社エコス及び連結子会社の平成26年11月30日現在の財政状

態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての

重要な点において認められなかった。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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